
聴診音モニタリングサービス「牛ログ」

牛の健康管理業務は、獣医師による定期的な検診はなく、飼育員が異変を感じた場合に連絡

するなど、多くは経験や勘に委ねられています。また大規模化により一頭あたりにかける観察

時間は短くなり、病気の発見が遅れる可能性もあります。

「牛ログ」は、電子聴診器で聴診音をデジタル化し、健康状態をモニタリングします。

定期的に牛の健康管理を行うことで、異変の早期発見、重症化を防ぎ生産性の向上や、アニマ

ルウェルフェアの実現に貢献いたします。

牛の胃の音を電子聴診器で録音し、聴診音を可視化・デジタル化し、健康状態をモニタリング。
過去の個体記録情報をレポートとして出力し、獣医師に正確な情報を共有することができます。

サービスの概要

サービスの特⾧

① 聴診音のデジタル化
• 音響分析技術で胃の聴診音を可視化・数値化し、客観的に評価。経験が浅いスタッフでも

簡単にご利用いただけます

② 注意牛のスクリーニング
• 聴診音データ以外にも、搾乳量、排便状態、給仕量などの管理情報もデジタル管理・蓄積。

人の経験や勘だけに依存せず牛の健康管理ができます

③ アニマルウェルフェアを実現
• 聴診音データと、個体記録情報をレポートとして出力し、獣医師に迅速で正確な情報を共

有。牛にとってより安全で快適な健康状態を保持することでアニマルウェルフェアの実現

に貢献します
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※特許出願中



【本社】
〒231-0015
横浜市中区尾上町2－27
大洋建設関内ビル4F
TEL. 045-663-8640

製品に関するお問い合せ

株式会社 アニモ
URL: https://www.animo.co.jp/
E-Mail: sales@animo.co.jp

【関西事務所】
〒541-0041
大阪市中央区北浜1-1-27
グランクリュ大阪北浜4F
TEL. 06-6121-3066

利用シーン

① 飼育員が行う健康観察
・日々の健康観察、病気治療後の経過観察のモニタリング

② 獣医師の遠隔診療の補助
・現場に訪問せずに聴診音を確認

③ 大学・研究機関等の研究
・聴診音データの活用、技能伝承

登録・管理

 各個体情報の入力
• 出生日
• 分娩日
• 牛群
• 分析間隔

アップロード

 健康状態情報の入力
• 個体状況（搾乳量、排便等）
• 電子聴診器で収録した胃音
• 音声メモ

結果確認

 分析結果の確認
• 分析結果（正常・注意）
• 胃音、音声メモの再生
• サマリ表示

利用・画面イメージ

富士通株式会社のベンチャー第一号企業として、1994年8月に創業。「音・音声」をキーテクノロジーとした
ソフトウェア、サービス及びソリューションの開発、販売を行っています。

※電子聴診器での収録の様子
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